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報告事項１：平成２８年度事業報告の件 

 

平成２８年度事業報告 

 

要  旨 

 

事業年度活動テーマ『 Passage to Harmony 』～ 想いをつなぐ ～ 

 

公益社団法人として５事業年度目の活動を迎えた節目となる年に、真の公益法人として公益事業へ

取り組む奥深さを見せられるよう、今一度、認定時の原点に立ち返り基本を見つめ、『Passage to 

Harmony～想いをつなぐ～』のテーマとともに会員の総力を挙げて組織を邁進させるように進めてきた。 

 東日本大震災から６年、熊本・大分地震から１年が過ぎた被災地の現状は、被災者の方々にとって

復興・復旧はいまだ大きく変ってはいません。我々は「いま、私たちができること」の心をこれから

も持ち続け、我々の願いや想いが、少しでも伝えられるよう引き続き取り組んでいきたいと願いを込

めて活動してきました。 

その一つとして大きく力を発揮させたのは「ハートフルファンデーション」です。年会費に会員一

人年間５００円の募金を頂くことを構築させ、これにより年間約１７，５００，０００円の基礎原資

が積み立てられ、本年は２事業年度目であった。万一の大災害時に「ＪＡＩＦＡらしい支援」が会員

全員の総力をもって起動できる体制は、一人ひとりの力でさらに充実されてきたことは間違いない。 

いまさらながら、ＪＡＩＦＡの定款は「本会は、社会保障を補完し、相互扶助の精神に基づいた公

益的役割を担う生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図り、国民生活を守るため、公正適

正な業務の運営を行い、生命保険事業の健全な発展に寄与するとともに広く社会に貢献するための活

動を行うことを目的とする。［定款第２章 第３条］」であるが、これはまさに生命保険の持つ倫理

性と公益性を普及する任務を担う営業職員という職業に強い情熱を持ち、社会貢献活動にも資する営

業職員としての責任と自覚を持ち、さらに輝いていくようにありたいことである。公益社団法人とし

てふさわしい社会貢献活動の強化を図っていくことが私たちの大切な使命であり、全国津々浦々に拡

大しつつある３万６千余名という組織力を活かし、他に類を見ない活動をこれからも展開していく。 

一昨年、公益社団法人に規定されている立入検査が行われた際の指導では、公益目的事業１(セミナ

ー事業関係)が、不特定多数(一般の方)へ向けた事業を行う事で公益認定されていることから、この事

業の実施を順守していくことの指導があった。これを受け、本年度も内閣府検査並びに公益事業の今

後についてブロック長及び全国各地で開催されたブロック会議等を通じて周知徹底すべく、引き続き

次の「３つの施策」を必ず達成することを確認した。 

１．公益事業費は、７０％以上となる様に運営すること(７０％ルール) 

２．セミナーは、企画段階で決定申請書を提出し、公益事業判定を受けること(企画決定申請ルール) 

３．自己負担費用項目とＪＡＩＦＡ負担費用項目の区分を厳守すること。(費用区分ルール) 

次年度も引き続き、公益の原点に立ち返りつつ、事業に臨むことを確認していく方針である。 

このように、生命保険の使命と築いてきた伝統をもとに、平成２８年度も公益社団法人として下記

事業を中心として行ってきたことを報告する。 

 

■「公益社団法人」としての役割と使命（教育啓発・情報提供活動事業 （公益目的事業 1）） 

公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会（ＪＡＩＦＡ）は、社会保障を補完し、

相互扶助の精神に基づいた公益的役割を担う生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図り、
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国民生活を守るため、公正適正な業務の運営を行い、生命保険事業の健全な発展に寄与するとともに

広く社会に貢献するための活動を行うことを目的とする。 

目的達成のための事業は次の通りとしている。 

（１）消費者に対する生きがいや生活設計の支援と生命保険に関する教育啓発・情報提供活動 

  （２）地域社会に貢献するためのボランティア活動やエコ活動 

  （３）消費者に対する生命保険知識向上のための調査及び関係機関への提言 

  （４）その他本会の目的を達成するために必要な事業 

これを礎に、これまでにも増して、生命保険営業職員で構成する唯一の公益団体として、ＪＡＩＦ

Ａの果たす役割と使命を心に刻み、生命保険の健全な発展のために一歩ずつ着実な事業運営を行って

いくようにしていくことを誓う。 

 

■一般消費者の参加による年次統一セミナー、講演会・セミナー等の実施 

（教育啓発・情報提供活動事業 （公益目的事業１）） 

消費者個々の利益保護を図り、国民生活を守るため、公益的役割を担う社会保障制度の一部を補完

している国民生活に密接な生命保険を、適切に利用していただけるよう、保険の仕組みや新しい保険

の正しい知識を一般の消費者の方々に啓発する活動や、消費者のライフサイクル全般にわたって情報

提供活動につなげるべく講演会、研修会、セミナーなどを実施し、生命保険が自分や家族の生活を守

る大切な役割を担っていることを理解していただくとともに、生命保険商品をはじめとする金融商品

の正しい知識や活用を一般社会に普及させるように実施してきた。 

一般消費者の参加によるセミナーや講演会開催の目的は、一般消費者の方々に安心で豊かな人生設

計を実現できるよう、主に『健康増進や先端医療』『生きがいを考える』『教育・人格形成』『ライ

フプランの設計支援』『経済や金融などの知識向上』といった５つの分野から専門家の体験談や健康

増進などのプログラムを通して生きがいを見出し、｢まさかの病や死に備える必要性」｢家族を含めた

ライフプラン知識」「高齢化の中での年金情報」など、国民のライフサイクル全般にわたる生活設計

に役立てていただいた。 

全国セミナーは、各地の社会貢献活動を発表する機会でもある。年に一度、統一テーマのもとに全

国規模のセミナーを開催する目的は、(1)公益法人として不特定多数の利益実現を図るという、当協会

の使命・役割を改めて新入会員を含め末端まで徹底させると同時に、(2)一般の消費者の方々に広く参

加を呼び掛け、国民生活に密接な生命保険の役割を理解していただくことにある。そのための広報活

動を積極的に展開している（２０１６年度開催「福島大会」：全体で４,０００名参加）。また、同セ

ミナーでは、加入者の体験談なども交え、来場者に啓発活動を展開している。あわせて、広く実施し

ている「愛のドリーム募金」を代表例として、様々な形での社会貢献活動（リレー・フォー・ライフ、

あしながＰウォーク１０など）ボランティア活動の意識向上を目的に活動している。 

 

■公益法人団体相互の連携による『民による公益』の増進へ向けて 

（教育啓発・情報提供活動事業 （公益目的事業 1）） 

ＪＡＩＦＡは、公益法人団体相互の交流を通じて「民による公益事業」の拡大に応えるための活動

にも着眼し実施している。 

公益法人制度改革の目的は、「民間非営利部門の活動の健全な発展を促進し民による公益の増進に寄与

するとともに、主務官庁の裁量権に基づく許可の不透明性等の従来の公益法人制度の問題点を解決するこ

と。」とあり『民による公益』の増進を推進している。 

ＪＡＩＦＡは、自協会の活動とともに、他の公益法人組織との交流の中で、互いの組織の事業への理解

や連携を通じ、民による公益事業の推進に対して、交流を通じた活動に応えられるよう推進してきた。 
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①公益法人団体が実施する行事への参加（人力的支援） 

 公益財団法人日本対がん協会 リレー・フォー・ライフ・ジャパン 全国各地の主催行事へ参加 

公益財団法人スペシャルオリンピックス日本           全国各地の主催行事へ参加 

あしなが育英会 あしながＰウォーク１０           全国各地の主催行事へ参加 

 

②ＪＡＩＦＡ年次統一セミナーでの公益団体紹介広報ブースの設置（無料出展にて推奨） 

福島県内社会福祉施設（施設が制作する焼き菓子等の販売支援） 

 

③広報誌「Ｐｒｅｓｅｎｔ」への寄稿 

 一般社団法人金融財政事情研究会「お金にまつわるエトセトラ（ファイナンシャルプラン）」６年継続 

 公益財団法人生命保険文化センター「中学生作文コンクール」入賞作品の紹介 １５年継続 

 
■突発的大災害への支援（ボランティアおよびエコ活動事業（公益目的事業２）） 

４月１４日および本震といわれる１６日に熊本県を中心とする震度７の地震が発生したことを受け、

突発的な災害に対する初動支援として、九州ブロック長をはじめブロック内各地方協会と相互連携の

もとに飲料水や食糧などの物資支援をすみやかに届けるように活動をさせていただいた。 

５月に開催された福島での年次統一セミナーでは、ＬＥＤバッチを活用した熊本地震への支援呼びか

けを行い約１５４万円の支援が集まった。これは、後述する大分で開催された「熊本地震復興支援大

分元気プロジェクト」等を通じて震災復興に役立てられた。 

また、ハートフルファンデーションでの年度毎の期限を定めた支援でも、熊本地震に対する支援を決

定し、熊本県協会を通じて「熊本県社会福祉協議会」を介しつつ県内全ての児童養護施設へ被災状況

を確認しつつ、被災により困っていることのアンケート調査を行った。その結果、テレビ・自転車・

車椅子・玩具など施設で必要な品物を伺い寄贈させていただいた。また、当初から「熊本県社会福祉

協議会」より、被災による児童の心のケアが課題となっていると伺っていた中、１児童養護施設より

「旅行」の希望があり、前述の「大分元気プロジェクト」（１月２８日大分県にて開催）への参加を

兼ねた小旅行も寄贈させていただいた。同プロジェクトは２,０００名規模で開催され、メンタリス

ト・ＤＡＩＧＯ氏の講演のほか、地元大分の「瑞宝太鼓」や東日本大震災の支援の恩返しをするため

に立ち上げられた「ＢＩＧ ＢＥＡＲ 福島」のプログラムで開催された。また、ＮＰＯ法人日本ホ

スピタルクラウン協会からクラウンＫ氏が参加され、さまざまなパフォーマンスで会場の子供たちを

盛り上げた。 

東日本大震災、熊本地震などの大災害が続く現状に憂慮しつつも、ＪＡＩＦＡは物資寄贈に加えて、

これからも「子供たちの心のケア」につながるような何かを届けていきたいと考えている。熊本地震

への支援では、現在も被災地の児童養護施設へ「クラウン」の派遣プロジェクトを続けている。今後

も「未来あるこどもたちのために」子どもたちを笑顔にするようなＪＡＩＦＡらしい支援を続けてい

きたいと考えている。 

 

「年度ごとの期限を定めた支援」経過 

平成２４年度 岩手県一関の児童養護施設「藤の園」への『バイオマスボイラー』を寄贈 

平成２５年度 宮城県の閑上地区に『トレーラーハウス』を寄贈 

平成２６年度 宮城県「子どもの村東北」へ『施設備品』を寄贈 

平成２７年度 福島県「パンダハウス」増築に伴う『施設備品』を寄贈 

平成２８年度 熊本県内児童養護施設へ『テレビ・玩具・自転車・旅行』等を寄贈 
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ハートフルファンデーションの組織を構成する中で、各地で突発的災害が相次ぐ中、迅速に被災地の

情報を把握し支援が速やかに行えるための体制を整えることを目的に、全国５４協会からハートフ

ル・コーディネーターを各１名ずつ選出して全国を網羅する体制を整えた。７月８日には、初めてハ

ートフル・コーディネーターが参集して「ハートフル・コーディネーター研修会」を開催した。危機

管理・事業継続アドバイザーの木舩賢治氏を講師に迎えての防災特別講演のほか、ブロック毎に分か

れてのバズセッションを行い、万一の災害発生時には、理事会、ファンデーション委員会、コーディ

ネーターが中心となって情報把握や支援体制が速やかに行えるように体制を整えた。 

この体制整備は、去る８月３１日に北海道東部や岩手県に甚大な被害を及ぼした「台風１０号」の被

害で早速ネットワークが活かされることとなった。同被災では、帯広協会・岩手県協会・旭川協会の

ハートフル・コーディネーターと地方協会長と本部ハートフルファンデーション委員会がすぐに連携

し、①帯広協会を経由し清水町役場と新得町役場へ各水２リットル１,０００本ずつ、合計２,０００

本を支援。②旭川協会を経由し社会福祉法人南富良野大乗会へ石油ストーブを支援。③岩手県協会を

経由し龍泉洞温泉ホテルに避難している被災者へ、歯ブラシ・歯磨き粉・石鹸等の日用品を支援させ

て頂いた。 

このように「ハートフルファンデーション」が迅速に活動できるのは、平成２７年度会費から、会員

一人ひとりからの年会費に年度５００円ずつの募金を含んでいただき、毎年約１,８００万円の規模で

の積み立てができることからであり、万一の大災害時に会員全員の総力をもって起動できる体制が整

えられたことであります。“継続は力”であること、引き続き、子供たちの未来へ向けて夢や希望を

持てるファンデーションとして成長させていくことが、 

会員一人ひとりのご理解の賜と改めて心から御礼を申し上げるとともに、「いま私たちにできるこ

と」である。 

 

 

 

ハートフルファンデーション　募金経過報告書

収入 支出

①前年度末繰越金 17,339,010 ①突発的災害支援 3,009,124
②年会費からの収入 18,277,000 　　熊本地震への支援 2,414,037
　　平成28年度会費36,449名〔＠500〕 18,224,500 　　　熊本県内へ水・食品・物資等贈呈 1,413,605
　　平成27年度の会費102名〔＠500〕 51,000 　　　ホスピタルクラウン協会とのタイアップ 1,000,432
　　地方協会預り分 1,500 　　台風10号への支援 595,087
③寄付金等 2,663,262 　　　非常用ミネラルウォーター 200,000
　　一般社団法人生保協会〔H28年度〕 1,500,000 　　　日用品 194,639
　　一般　19件　 338,994 　　　石油ストーブ 200,448
　　一般　11件〔熊本地震支援〕 824,268 ②年度毎の支援〔平成２８年度〕 4,916,069
④バッジ販売　　　　 100,000 　　熊本県内児童養護施設等への物品贈呈 3,717,209
　　ファンデーションバッジ〔＠10,000〕 　　児童養護施設への旅行 1,198,860
⑤福島年次統一セミナー募金　　　　　 1,989,090 ③ハートフルコーディネーター会議 1,746,419
　　（一口1000円以上募金LEDバッジ） 　　ハートフルコーディネーター開催費

④バッジ制作費〔LEDバッジ〕 451,872
　　福島年次統一セミナー募金用LEDバッジ
⑤残高証明書発行代 204

合計 23,029,352 合計 10,123,688

年度末残額 30,244,674

2017/3/31     （単位：円）
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■社会貢献活動の充実（ボランティアおよびエコ活動事業（公益目的事業２）） 

 社会奉仕活動事業は、ＪＡＩＦＡの公益事業の重要な位置づけにあり、従来から実施している様々

な社会貢献活動の充実拡大をはかり、展開していく。また、ＪＡＩＦＡ地方協会の特色を活かした独

自の活動を拡大させていく。 

当協会の社会貢献活動の原点は、平成７年から開始した「愛のドリーム募金」活動である。「一日

１０円」の精神で募ったこれまでの募金総額は、２１年間で４億７，７４５万７，３６４円、福祉巡

回車愛のドリーム号は、４１９台、その他に、車椅子や家電製品、さらには児童支援にかかる文房具

などの購入とともに全国各地へ寄贈してきた。 

このように、愛のドリーム募金は、「愛のドリーム号」の贈呈に加え、未来ある子供たちのために

地域での要望や実情などを受けて、同募金の贈呈対象を、将来を担う子供たちへの支援にも活動の輪

を拡大して身近な生活に役立ち、子供たちが大きく育ってほしいと願っている。 

これからも、地域に根差した活動として地方協会毎に現地の事情に合わせた贈呈を推進していく予

定である。 

「かけがえのない命とその命を育んでいる地球環境の保護」を「タッチ エコ！」のスローガンの

もと、エコの視点を持った新たな取り組みとして、次の３点について現在実施中であり、平成２９年

度へ継続している。 

①未使用のプリペイドカード（テレフォンカード等）の収集 

携帯電話の普及とともに使わなくなったテレフォンカードを手元に持っている人は少なくない。

これを収集し、ボランティア活動へ活かすように進めている。 

②メガネの回収 

メガネ使用者やコンタクトレンズに変えられた方などから、使用しなくなった「メガネ」を回

収している。これは、目が悪くてもメガネを買うことのできない途上国を支援するボランティア

団体に送り役立てて頂く予定。先の東日本大震災でも役立てられている。 

 ③タオルの回収 

   自宅や会社にて未使用のタオルを回収し、特別養護老人ホームなどの施設に寄贈して最後は雑

巾に至るまで有効活用して頂き喜ばれている活動である。 

上記は、共に組織力を活かして成果を上げられるように、来る平成２９年６月２日の神戸年次統一

セミナー会場への持参受付分まで活動していく。会員のみならず広く支援を呼び掛けていく。 

このほか、ペットボトルキャップ、書籍等の回収を行い、地球環境の保護にも配慮した事業も今後

さらに拡大させる予定である。 

 

■公益事業としての国際協力の推進（管理部門） 

ＪＡＩＦＡ提携の海外協会であるＮＡＩＦＡ（全米生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会）

やＡＰＦｉｎＳＡ（アジア太平洋生命保険評議会）加盟各国との交流をはかり、生命保険に関係する

研究を重ねると共に、その視点をアジア各国にも向けて日本がリーダー国として手本となる活動を展

開することを目指してきた。特にアジア圏では、今後ＪＡＩＦＡが他国をリードし『国際的な民によ

る公益の増進』を果たすことができる組織作りになるよう展開する。 

今事業年度では、ＡＰＦｉｎＳＡ会長会議がタイ・チェンマイで開催された。アジア圏内では、日

本を見習い、日本に追いつき追い越そうとするアジアの人々が目標としたいというような「ＪＡＩＦ

Ａとしてできること」の実践例をもって国際貢献にもＪＡＩＦＡの公益事業を反映しつつ拡大させて

いく。 

●２０１６年度の国際会議等の参加 

 ９月  ＮＡＩＦＡ年次大会 アメリカ・ラスベガス 
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●今後の国際会議等の予定 

 ２０１７年 ９月  ＮＡＩＦＡオーランド年次大会  

２０１７年 ５月  ＡＰＬＩＣマレーシア大会  

２０１９年 未定  ＡＰＬＩＣ大会予定 

 

■会員増強と組織の強化（管理部門） 

組織強化の施策として会員間の情報交換の仕組みを強化することや、本部と会社代表とのコミュニ

ケーションを密にしながら、会社ごとの現状を判断し、会員増加への対応を相互連携することは、Ｊ

ＡＩＦＡの公益事業を津々浦々へ伝達するためには不可欠な取り組みである。 

正会員の募集は、会費徴収のシステム化、口座振替による会費納入化など会員の利便化を図る目的

で推進している。 

日本経済や生命保険業界の環境が厳しい中で、平成２８年度をもって１２年連続で会員増強を実現

していることは、ＪＡＩＦＡの公益活動普及への成果といえる。 

 

事業年度      会員数          増加数    増加率 

平成１６年   ２７，９９８ 名 

１７年   ２９，０１９ 名   １，０２１ 名   ３．６ ％ 

１８年   ２９，２４８ 名     ２２９ 名  ０．８ ％ 

１９年   ３０，５３８ 名   １，２９０ 名  ４．２ ％ 

２０年   ３０，５７６ 名      ３８ 名  ０．１ ％ 

２１年   ３１，５９８ 名   １，０２２ 名  ３．３ ％ 

２２年   ３１，７７０ 名     １７２ 名   ０．５ ％ 

２３年   ３１，８１２ 名      ４２ 名   ０．１ ％ 

２４年   ３２，４１２ 名     ６００ 名  １．９ ％ 

２５年   ３３，７７５ 名   １，３６３ 名  ４．２ ％ 

２６年  ３４，０４４ 名     ２６９ 名  ０．８ ％ 

２７年  ３４，８９０ 名     ８４６ 名  ２．４ ％  

２８年  ３６，４４９ 名    １，５５９ 名  ４．３ ％ １２年連続増加（８，４５１名増） 

 

ＪＡＩＦＡは、生命保険営業職員を正会員とし、事業に賛同して下さる個人・団体を賛助会員とし

ている。公益社団法人への移行とともに、ＪＡＩＦＡの活動に共鳴し、共に活動し、支援して下さる

方の募集を平成２５年事業年度から開始しており、ＪＡＩＦＡ会員を通じて賛同者を募っていく。 

生保業界の環境も変化してきている中、代理店に所属する営業職員にＪＡＩＦＡの事業活動を広報

し、入会促進をしている。生命保険会社に所属する会社に比し、代理店は来店窓口型も多く一般消費

者と接する機会には、ＪＡＩＦＡ会員であることの誇りと、公益社団法人として活動していることの

使命を伝えて頂くことで、消費者の方々が安心して生活できるように取り組む。 

 

■広報誌「Ｐｒｅｓｅｎｔ（プレゼント）」の充実と広報活動の拡大（管理部門） 

広報誌「プレゼント」の内容を一般の消費者向けの記事を多く掲載するなどの刷新を行ってきた。

今後も更に健康情報や生活に役立つ知恵などの記事を掲載していく。また、一般の方に目にしていた

だくよう公共機関などへの配布も推進する。 

広報活動については、ＪＡＩＦＡの公益活動を内外にＰＲするため「ホームページ」や「Ｆａｃｅ

ｂｏｏｋ」の活用し、このほかＤＶＤやパンフレットなどのツールを活用していく。 
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●２０１６年４月号 

・特集 お腹スッキリ！太りにくくなる！美肌になる！肩こり・頭痛改善！腸内リセットのすすめ 

・健康な体づくり＆ダイエット すぐできるオススメやせ習慣 

・第 13回 ゼロから学ぶ税金講座 「『損金算入』とは？」 

・第 160回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～「母の祈り」 

・第 37回 年金 Q&A物価が上がっても年金額は据置き！？ 

・第 49回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術 【「いつも」がほんの少し変わるだけで】

～これからも素敵に輝くヒントをお伝えします～ 

・第 149 回 お客様からの感謝の声 定年後起業して家族のために仕事一筋だった夫が肺がんに。天

国に送り届けて悔いはありません 

・第 61回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 「マイナス金利」って何？私たちへの

影響は？ 

・第 69回 心のかけはし 走ることで得られた、目標を実現する強い気持ち。継続を力に変える仕事

術に迫ります！ 

●２０１６年５月号 

・特集「この人ともっと話がしたい！」「仕事を一緒にしたい！」第一印象をよくする身だしなみ術 

・健康な体づくり＆ダイエット すぐできるオススメやせ習慣 「新茶の茶カテキンで脂肪を燃や

す」etc. 

・第 14回 ゼロから学ぶ税金講座 「『資産性』の有無」 

・第 161回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～「祖母からの贈り物」 

・第 38回 年金 Q&A 転職による年金の空白期間 

・第 50回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【桐生純子流、空気を読む力】～目に見えな

いことにも配慮しよう～ 

・第 150 回 お客様からの感謝の声<2016 JAIFA 年次大会 in ふくしま 特別編集>５年経過しても

震災復興はまだ途上 津波で亡くした職員への悲しみも癒えないけれどお客様とも絆を大切にして

いきたい 

・第 62回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 預貯金のリスクを再認識しよう 

・第 70回 心のかけはし 原発被害の困難に負けず、歩み続ける。お客様への恩を返すために励んで

いきます！ 

●２０１６年６月号 

・特集 昔ながらの民間療法 自然の薬箱 

・健康な体づくり＆ダイエット すぐできるオススメやせ習慣 「半身浴でむくみ解消 デトックス

してリフレッシュ」etc. 

・第 15回 ゼロから学ぶ税金講座 「受取人が遺族なら・・・・・・」 

・第 162回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～「未来設計図」 

・第 39回 年金 Q&A 給与収入による年金の減額 

・第 51回 桐生純子の愛され力コミュニケーション術【心の読み解き】～思いは行間にあるのです～ 

・第 151 回 お客様からの感謝の声 妻３８歳でまさかの進行した肺がん宣告 医療だけでなくあら

ゆる療法で手をつくし 最期まで戦った妻の死を決して無駄にしたくない 

・第 63回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 相場が弱いときほど積み立て投資を 

・第 71回 心のかけはし 野球選手、ゴルフプロ研修生から保険の道へ。がんを乗り越え、お客様へ

想いを伝えます！ 

・2016 NAIFA 年次大会 inラスベガス 参加登録を開始します！！ 
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●２０１６年７月号 

・レポート ２０１６ＪＡＩＦＡ年次大会 in ふくしま Eyes to the Future「こらんしょ！ 福の

しま ～想いをつなぐ～」 

・JAIFA 第 46回 定時総会報告 

・２０１６ＮＡＩＦＡ年次大会 inラスベガス 参加登録を開始します！！ 

・健康な体づくり＆ダイエット すぐできるオススメやせ習慣「夏野菜は夏バテでもサッパリ食べや

すい」etc. 

・第 16回 ゼロから学ぶ税金 長期の定期保険 

・第 163 回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～「大きな安心と絶対の保

障」 

・第 40回 年金 Q&A 繰り上げ受給のメリット 

・第 52回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【名刺から始まるこころのスイッチ】～選ば

れる自分になる～ 

・第 152 回 お客様からの感謝の声 出会って 3 ヶ月後にがんの転移が見つかり事実婚をして闘病を

支えました。天国に旅立った妻と過ごした日々は幸せでした  

・第 64回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 株式の売買単位統一へ 

・第 72回 心のかけはし 不動産のトップ営業マンからの転身。お客様とのご縁に感謝しています！ 

●２０１６年８月号 

・特集 熱中症に気をつけよう！ 

・健康な体づくり＆ダイエット すぐできるオススメやせ習慣「夜中のエアコン設定は 26℃～28℃が

ベスト 冷えすぎに注意して！」etc. 

・第 17回 ゼロから学ぶ税金講座 年金と税金 

・第 164回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～「思いやりの形」 

・第 41回 年金 Q&A 自営業者の遺族年金 

・第 53回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【あなたらしさの伝え方】～素敵数値の上げ

方～ 

・第 153 回 お客様からの感謝の声 健康でタフだった夫との、突然の別れ。3 人の子どもたちの存

在と生命保険に助けられ、少しずつ歩み始めました 

・第 65 回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ ついに公務員にも DC 利用が解禁

に！？ 

・第 73回 心のかけはし 保険の仕事は“出口”が大事。個人も法人もしっかりとアフターフォロー

します！ 

・ＪＡＩＦＡ社会奉仕活動報告 

・ＪＡＩＦＡ公式ホームページ 『知りたい！生命保険』開設のご案内 

●２０１６年９月号 

・特集 首・肩のこりと痛み、手・腕のしびれ、頭痛、めまい・・・・etc. ストレートネックは万

病のもと 

・健康な体づくり＆ダイエット すぐできるオススメやせ習慣「キノコ狩りに出かけて運動＋ダイエ

ットメニュー」etc. 

・第 18回 ゼロから学ぶ税金講座 年金と確定申告 

・第 165回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～「晴れの日の傘」 

・第 42回 年金 Q&A 妻の死亡による遺族年金 

・第 54 回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【応援してもらえる人になるために】～5 つ
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の大事なポイントをチェック！～ 

・第 154 回 お客様からの感謝の声 生後 5 ヶ月で数十万に 1 人といわれるホモシスチン尿症と診断

された娘。生命保険をお守りにして夫婦で健やかな成長を見守ります 

・第 66回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ マイナス金利で注目高まるJ-REIT 

・第 74回 心のかけはし ビジネス界のアカデミー賞を受賞！お客様と共に成長しながら抱く、大き

な夢とは！ 

・ＪＡＩＦＡハートフルファンデーション活動報告 

・ＪＡＩＦＡ公式ホームページ 『知りたい！生命保険』開設のご案内 

●２０１６年１０月号 

・「生命保険の月」に寄せて  

・特集 本田葉子のおすすめアイデア 暮らしのおしゃれ 

・健康な体づくり＆ダイエット すぐできるオススメやせ習慣「お茶を飲んで水分補給＆お腹スッキ

リ」etc. 

・第 19回 ゼロから学ぶ税金講座 個人年金を受け取ったとき 

・第 166 回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～「祖父が残してくれたも

の」 

・第 43回 年金 Q&A パートタイマーの社会保険加入 

・第 55回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【「愛され力」的モチベーションの上げ方】

～「自分が好きな自分」を知ろう～ 

・第 155 回 お客様からの感謝の声 末期がんの姉が一人息子のためにぎりぎりまで病と闘い、46 歳

で天国に旅立ちました。これからは家族全員で甥の成長を見守ります。 

・第 67回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 円以外の通貨の必要性 

・第 75回 心のかけはし 人気ブティック経営から保険業界へ転身！謙虚と感謝、笑顔を忘れずに取

り組みます！ 

・ハートフルファンデーション贈呈報告 

●２０１６年１１月号 

・特集 親のこと、自分のこと、家族のこと「認知症」を理解しよう 

・健康な体づくり＆ダイエット すぐできるオススメやせ習慣「冬の健康食材“カブ”を多様な調理

法で楽しもう」etc. 

・第 20回 ゼロから学ぶ税金講座 個人年金の源泉徴収 

・第 167回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～「共に」 

・第 44回 年金 Q&A 社長一人の会社の年金加入 

・第 56回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【自分を好きになるレッスン】～世界に一人

しかいない自分をもっと知ろう～ 

・第 156 回 お客様からの感謝の声 闘病 19 年、医師も驚く生命力で頑張り続けた妻。長女 19 歳の

誕生日を迎えて天国に旅立ちました。 

・第 68回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 人気が加速中？個人型 DC=iDeCo 

・第 76回 心のかけはし 一日一日を一生懸命に生きるーー。父からの教えを胸に、お客様へ想いを

伝えます！ 

・想いをつなぐ～ブロック・地方協会からのボランティア・公益事業活動レポート～ 

●２０１６年１２月号 

・特集 風邪予防と症状対策～おばあちゃんの知恵袋～ 

・健康な体づくり＆ダイエット すぐできるオススメやせ習慣「ヘルシーなおつまみをチョイスして
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カロリーダウン！」etc. 

・第 21回 ゼロから学ぶ税金講座 配偶者控除 

・第 168回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～「ぼろぼろの保険証券」 

・第 45回 年金 Q&A 厚生年金基金の代行返上 

・第 57回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【素敵な人になろう】～相手に伝わる言葉の

力～ 

・第 157 回 お客様からの感謝の声 余命半年と告知された夫 最期の日々を笑顔で明るく過ごしま

した 家族全員悔いはありません 

・第 69回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 自分にあった資産配分割合を簡単に決

める方法 

・２０１６ＮＡＩＦＡラスベガス年次大会研修に初参加して 

・想いをつなぐ～ブロック・地方協会からのボランティア・公益事業活動レポート～ 

●２０１７年１月号 

・特集 新春対談水谷 隼（リオデジャネイロオリンピック卓球男子シングルス銅メダリスト/団体銀

メダリスト）木原みつ代（JAIFA理事長） 

・健康な体づくり＆ダイエット すぐできるオススメやせ習慣「『カラフル野菜食べ』で正月太りを

解消しよう」etc. 

・第 169 回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～「母の笑顔と朝顔と」第 54

回 中学生作文コンクール入賞者表彰式 

・生命保険各社社長より 新年のご挨拶 

・第 22回 ゼロから学ぶ税金講座 103万円から 150万円へ 

・第 46回 年金 Q&A 10年加入で年金受給可能に 

・第 58回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【無意識の心遣い、できていますか？】 

～日頃の振る舞いもコミュニケーションです～ 

・第 158 回 お客様からの感謝の声 人間ドックで膵臓がんが見つかり働き盛りの夫が天国に旅立っ

て 10年。生命保険は家族への深い愛情だと思います。 

・第 70回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 集中投資と分散投資はどっちが有利？ 

・第 77 回 心のかけはし 未知の土地で奮闘し続けた 21 年間。お客様と寄り添い、笑顔と真心をお

届けます！ 

・第 9回 全国会長会議が開催されました  

●２０１７年２月号 

・特集 65 歳以上の女性の約半分が発症！イキイキ人生を送るために 健康寿命を延ばす骨粗しょう

症予防 

・健康な体づくり＆ダイエット すぐできるオススメやせ習慣「“陽性”食材でぽかぽか効果 冬を

活動的に過ごそう」etc. 

・第 23回 ゼロから学ぶ税金講座 配偶者特別控除の拡大 

・第 170回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～「形のないお守り」 

・第 47回 年金 Q&A 65歳になると増額される 

・第 59回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【素敵な人になろう】～相手に伝わる言葉の

力～ 

・第 159 回 お客様からの感謝の声 48 歳で突然発症した目の難病 妻のサポートと生命保険のおか

げで新しい生活を歩み始めました 

・第 71回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 2017年は NISA口座を賢く使おう！ 
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・第 78 回 心のかけはし お客様のさらなる充実した人生のためにー。3 つの『質』にこだわり続け

ていきます！ 

●２０１７年３月号 

・特集 ごはん好きでも痩せられる！ゆるい「糖質制限」ダイエット 

・健康な体づくり＆ダイエット すぐできるオススメやせ習慣 「おやつの代わりに昼寝 リフレッ

シュして能率アップ！」etc. 

・第 24回 ゼロから学ぶ税金講座 年齢が異なる扶養控除 

・第 171回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～「大切なパートナー」 

・第 48回 年金 Q&A【最終回】受給資格期間「１０年」の数え方 

・第 60回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【プラス思考になるために】～口に出す言葉

を変えてみよう～ 

・第 160 回 お客様からの感謝の声 アメリカで心臓移植を受けたひまりちゃんのお父様お母様から

感謝の手紙が届きました 

・第 72回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 収入と所得の違い、知ってますか？ 

・第 79回 心のかけはし 新人を育てあげるプロフェッショナル。厳しくも温かく見守り続けます！ 

 

 

１．教育啓発・情報提供活動事業 （公益目的事業 1） 

セミナー開催事業 

セミナーや講演会開催の目的は、一般消費者の方々に安心で豊かな人生設計を実現できるよう、下

記の５つの分野から専門家の体験談や健康増進などのプログラムを通して生きがいを見出し、｢まさか

の病や死に備える必要性」｢家族を含めたライフプラン知識」「高齢化の中での年金情報」など、国民

のライフサイクル全般にわたる生活設計に役立てていただくことにおいている。 

全国９ブロック５４協会がさまざまな分野から講師をお招きして１３０回のセミナーを開催した。

セミナーの殆どをオープンセミナーとして、会員はもちろん会員以外の主婦や学生など一般の方々に

も多数ご参加いただいた。開催したセミナーの一部を下記に記載する。 

１．健康増進や先端医療のテーマ 

◆開催事例 

①北村 信（公益社団法人佐賀国際重粒子線がん治療財団専務理事） 

『心と体にやさしい重粒子線がん治療』 

②岩崎 寛（札幌禎心会病院 麻酔科 研修センターセンター長） 

『誰しもが迎える終末期』 

③長野 仁実（現役ナース・糖質制限ブロガー） 

『知らないと損する「食事と健康」の新常識、脳から見た長寿の秘訣』 

④三浦 直弥（ティーペック株式会社 メディカルプロモーション部 次長） 

『医療格差とセカンドオピニオン～がんの最新治療～』 

    ⑤大谷 貴子（ＮＰＯ法人（全国骨髄バンク推進連絡協議会）顧問） 

『「生きるってシアワセ！」～若年性ガンを経験して～』 

２．生きがいを考えるテーマ 

◆開催事例 

①浅野 史郎（神奈川県大学特別招聘教授 前宮城県知事） 
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『闘病が開けた人生の扉』 

②小西 博之（「ザ ベストテン」の２代目司会者） 

『「生きている喜び」～末期がんからの生還～』 

③林 覚乗（南蔵院第２３世住職） 

『心ゆたかに生きる～自分が好きですか～』 

④ゴルゴ松本（お笑い芸人） 

『命の授業』 

⑤ＤａｉＧｏ（メンタリスト、企業顧問、経営戦略パートナー、大学特任教授） 

『ちょっとした行動で未来を変える方法』 

３．教育・人格形成テーマ 

◆開催事例 

①高塚 苑美（（株）グラッシェミッレ） 

『車を売りたいなら車の話はやめなさい』 

②鬼石 直也（メットライフ生命保険(株)浜松ｴｲｼﾞｪﾝｼｰｵﾌｨｽ ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 

『誰でも楽しく簡単に人の行動・心理を読む』 

③森本 稀哲（元プロ野球選手） 

『全力疾走～チームの一体感の作り方～』 

④武藤 隆是（(株)ＦＵＮ to ＦＵＮ 代表取締役社長） 

『～心をひらく「ほめ達」の魔法～』 

４．ライフプランの設計支援テーマ 

◆開催事例 

①堀出 浩史（㈱エルティーヴィー マネージャー） 

『お客様に信頼頂く“基礎知識”「年金」が解読できれば、ライフプランがみえる！』 

②山本 直子（株式会社シャフト取締役 セミナー統轄部長） 

『事例を中心とした意外と知らない相続の話』 

③田嶋 智太郎（(株)アルフィナンツ代表取締役 経済アナリスト） 

『どうなる？どうする？これからの資産形成』 

   ④内藤 博（事業承継センター株式会社 代表取締役） 

『誰でもわかるいちばん優しい事業承継入門～先代から後継者への心の事業承継～』 

⑤橋 幸夫（日本レコード大賞新人賞第一号受賞者） 

『橋幸夫が語る介護、人生観～芸能生活５７年を迎えて考える一生健康・一生学習』 

５．経済や金融などの知識向上テーマ 

◆開催事例 

①小林 敬一（不動産鑑定士・土地家屋調査士） 

  『不動産鑑定評価の活用方法～相続税を取り戻そう！～』 

②内田 茂樹（がん研有明病院 画像診断センター 診療放射線技師） 

『がんと闘うマネー術～がん専門病院の現役放射線技師が指南～』 

   ③古里 健一（社会保険労務士） 

『企業の助成金、人事労務管理、ストレスチェック等』 

   ④伊藤 賢一（郡山税務署 審理専門官） 

『確定申告勉強会』 

   ⑤松山純子（松山純子保険労務士事務所 代表） 

『知って欲しい障害年金のこと～誰もが対象となる可能性のある身近な制度～』 
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ブロックセミナー 

＜北海道ブロック＞ 

平成２８年１０月 ７日（金）「釧路プリンスホテル」 

     小西 博之     『生きている喜び～末期ガンからの生還～』 

＜関東甲信越ブロック＞ 

 平成２８年 ９月３０日（金）「月岡温泉 白玉の湯 泉慶」 

松木 健     『「笑顔で過ごすコツ」～病気と向き合う～』 

佐藤 忠廣    『「がんは治る時代になりつつあります」究極のがん治療～陽子線治療』 

岡田 基良    『「絶対ＮＯと言われない究極のセールス」～サンタ営業３つの秘密～』 

＜首都圏ブロック＞ 

 平成２９年 ２月２５日（土）「よみうりホール」 

     ミラクルひかる    ものまねコンサート 

吉田 沙保里    『夢をおいかけて』 

＜東海北陸ブロック＞ 

 平成２８年 ９月１６日（金）「三重県総合文化センター 中ホール」 

     遥 洋子      『さらにもっと力いっぱい、女子力□□』 

＜近畿ブロック＞ 

平成２８年 ９月２６日（月）「神戸ポートピアホテル ポートピアホール」 

     浅野 史郎     『闘病が開けた人生の扉』 

     植松 努      『思うは招く～目標を実現する諦めない考え方～』 

＜四国ブロック＞ 

 平成２９年 １月１４日（土）「高松テレサ」 

      十河 孝男     『足下に笑顔を届ける会社 感動のオンリーワン企業を目指して』 

白下 珠那     『キレイに！楽しく！ウォーキング！』 

香川 貴司     『余命半年宣言！私は乗り越えた！実録 がん治療最前線』 

 

 

２．ボランティアおよびエコ活動事業（公益目的事業２） 

社会貢献事業 
■愛のドリーム募金■ 

各地方協会とも贈呈計画への取組みが行われ、高齢者を対象とした福祉巡回車「愛のドリーム

号」の贈呈に加えて、地方協会の規模や贈呈先の要望により贈呈対象を児童養護施設等への慰問

や支援にも広げ、地域性や計画性を考慮した活動を展開している。 

また、広報誌「プレゼント」では、裏表紙に愛のドリーム号贈呈先および児童福祉施設からの

感謝の声を掲載し活動報告を続けている。平成２９年３月３１日現在までの総累計金額は、４億

７，７４５万７，３６４円である。 

 

  ■ボランティア団体主催の諸行事に参加 

下記団体が取り組む諸行事活動に、お手伝いをさせていただいている気持ちをもって、人的支

援として会員が積極的に参加するように取り組んでいる。 

☆知的発達障害のある人々のために（公益社団法人 スペシャルオリンピックス日本（ＳＯ）） 

知的障害のある人たちに年間を通じて、さまざまなスポーツトレーニングと競技の場を提供し
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ている。スポーツを通じ社会参加を応援するために全国各地で開催される競技会等での支援をし

ています。 

☆遺児学生のために（あしなが育英会 あしながＰウォーク１０） 

全国４７都道府県（約６０コース）で開催しているボランティアウォークは、約１０キロの道

のりを歩きながら日本と世界の遺児が抱える問題について考えています。東日本大震災による遺

児のケア施設「東北レインボーハウス」の建設も予定されています。 

☆ガンに立ち向かう人々のために（公益財団法人日本対がん協会 リレー・フォー・ライフ） 

命のリレー・ウォークでは、がんに立ち向かう日々の思いや体験を語り合い、２４時間歩きな

がら寄付を募るイベントです。患者さん（サバイバー）たちと共に歩くことで、がんに向う勇気

や生きる感動を共有します。 

 

■大災害に対する緊急支援体制■ 

これまで、国内外の各地で発生した津波や大地震などの突発的自然災害により被害を受けられ

た方々に対して、ＪＡＩＦＡは緊急支援募金活動を行ってきた。援助を必要とするような大災害

が発生しないことが一番ではあるが、万一、援助を必要とする事態が発生した場合には今後も迅

速な支援を行えるよう、ハートフルファンデーションの運営体制をもって対応していく。 

 

 
３．調査・提言事業（その他の事業） 
 
 諸団体との連携・交流等事業 
・平成２８年  ４月２０日(水)、２１日(木) 第４６回ＭＤＲＴ日本会大会に木原理事長が出席した。 

・平成２８年  ６月１４日(火) 第４５回ＴＬＣ(生保協会認定ＦＰ)会総会に木原理事長が出席した。 

・平成２８年  ７月２０日(水) アンダーライティング学院運営委員会に木原理事長が出席した。 

・平成２８年 ８月 ２日(火) アンダーライティング学院４２期生学位授与式に木原理事長が出席した。 

・平成２８年  ９月 １日(木) アンダーライティング学院４３期生入学式に木原理事長が出席した。 

・平成２８年１０月１３日(木) 生命保険修士会第４２回定時総会に木原理事長が出席した。 

・平成２８年１１月 ４日(金) 第５回日本損害保険代理業協会コンベンションに山本理事が出席した。 

・平成２９年  １月  ４日(水) 一般社団法人生命保険協会新年賀詞交歓会に木原理事長が出席した。 

・平成２９年  １月１９日(木) 一般社団法人生命保険協会シンポジウムに田久保理事が出席した。 

 

国際連携事業 
■ＮＡＩＦＡ年次大会 

米国ＮＡＩＦＡ年次大会が、２０１６年９月１７日（土）～１９日（月）にラスベガス「リオスイー

ツホテル」内ホールを会場にして開催された。 

講演、分科会、ロビー活動の報告、役員選挙などを行う大会、それが会員４万人を有するＮＡＩＦＡ

の年次大会である。ＮＡＩＦＡとＪＡＩＦＡは、互いに抱えるさまざまな問題や課題に対し真摯に向か

い合い、お客さまや一般市民に不利益な政策や法案に強く意見を述べる活動を続けている。 

アメリカの国会では、生命保険業界に関しする法案が２，０００近くも提出される中、本年度は「Ｄ

ＯＬ」問題が突出されていた。 

ＤＯＬとは、Department of Labor の略称で、米国労働省のことを指している。アメリカでは、１９７４

年に国会が ERISA 条例(Employee Retirement Income Security Act)を採択、個人及び団体定年退職年金プ

ラン全般の監督をＤＯＬの下に置いた。それからの４０年間、定年退職年金市場はその後の４０１Ｋプラン
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等の導入に伴い、莫大なものに膨れ上がった。この市場の獲得を狙った金融保険業界は多くの商品開発を進

め、専属アドバイザー、代理店等の販売経路を利用して来た。しかし、諸々の金融商品には、各々の違った

コミッション体制が取られている。このまちまちな商品別のコミッション体制から生じ得る弊害にＤＯＬが

着眼したのである。つまり、ＤＯＬの主張によれば、業界アドバイザーは、客観的に判断し、顧客に一番適

した安価の定年退職年金商品を薦めず、コミッション報酬の高いものに走り、更に、保険金融会社がその時

推しているものを優先して薦めているものだと言うのである。従って、自ら定年退職年金市場における、消

費者の保護対策に乗り出したというのが発端。２０１７年の４月からは、ＤＯＬの法令で上述の定年退職年

金市場に置いて、顧客/消費者に年金商品を薦める場合、法律上一番責任性の高い "Fiduciary" としての役

目が課される事になる。則ち、コミッションの高低に関係無く、多種の金融商品を客観的に見比べた上、最

適なものを薦めているか否かを証明しなくてはならない法的責任を負わされるのである。保険金融業界の各

社のこの"Fiduciary 役目"に対する反応は必ずしも一致せず、ＤＯＬ相手に訴訟を起こしたり、既に率先し

て社内コミッション体制を見直し、更なるコンプライアンス対策に乗り出した保険会社もいる。 

このように、米国でも様々な問題点がありますが、日米共に共通しているのは、営業職員がＪＡＩＦ

ＡやＮＡＩＦＡといった組織に所属し、常にお客様のために学び、そして我々がお客様に長きにわたり

接し続けることが大切な事には国境がありません。米国から学ぶことの価値は高く、公益法人としての

役割を再認識しつつこれからも密接な連携を保っていける関係であることは意義深いことである。 

 

■ＡＰＦｉｎＳＡ会長会議 

ＡＰＦｉｎＳＡは、２０１６年１月の会議以降、本年度の会議開催は無かったが、ＡＰＦｉｎＳＡの

設立目的「アジア太平洋地域での生命保険販売専門家の間での職業上の連帯を深める」のもと、引き続

きアジア・オセアニア圏での連携を継続している。 

各国とも公益性を高めることの認識が強くあるため、ＪＡＩＦＡとしても、国の垣根を越えて相互の

理解を深め、各国の生命保険をよりよい方向へ導くことのできるよう取り組んでいく。 

 

政策・調査研究活動等事業 
   政党、関係団体との各種会合に出席し意見の開陳を行い、消費者が不当に不利益を被ることのない

ようその動向を明示し、消費者の利益を守るなど公益活動に資するよう引続き努力を続けてきた。今後

も生命保険料控除などの税制改正や銀行窓販等に対して問題意識を持ちつつ活動を推進していく。 

 

平成２９年度税制改正に関する要望項目について 

平成２８年７月に要望書を作成。自由民主党組織運動本部団体総局財政・金融・証券関係団体委員会

へ要望書を提出したほか、１０月２７日に開催された同会「予算・税制等に関する政策懇談会」にて一

般政策の要望を行った。今般の要望事項は下記の通り（抜粋） 

 

《重点要望項目》 

◎持続可能な社会保障制度の確立に資するために、国民の自助・自立のための環境を整備する観点から、

生命保険料控除制度については、社会保障制度の見直しに応じて、現行制度を拡充すること－所得税

法上および地方税法上の生命・介護医療・個人年金の各保険料控除の最高限度額を少なくとも５万円

および３．５万円とすること、また、所得税法上の保険料控除の合計適用限度額を少なくとも１５万

円とすること（所得税法第７６条、地方税法第３４条・同法第３１４条の２） 

◎公的年金制度を補完する企業年金制度（確定給付企業年金制度、厚生年金基金制度）および確定拠出

年金制度等の積立金に係る特別法人税を撤廃すること（法人税法第８条・同法第８４条・同法附則第

２０条） 
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《その他の要望項目》 

Ⅰ．企業年金保険関係 

○確定給付企業年金、厚生年金基金における過去勤務債務等に対する事業主掛金等について、早期の年

金財政の健全化に資する柔軟な取扱いを可能とすること 

○企業型確定拠出年金制度における退職時の脱退一時金について支給要件を緩和すること 

Ⅱ．生命保険契約関係 

○遺族の生活資金確保のため、相互扶助の原理に基づいて支払われる死亡保険金の相続税非課税限度額

について、現行限度額（「法定相続人数×５００万円」）に「配偶者分５００万円＋未成年の被扶

養法定相続人数×５００万円」を加算すること 

 

また、各政策の状況・情報取得のため諸会議等にも参加した。 

・平成２８年  ４月２１日（木）番町政策研究所「2016躍進の集い」に町田事務局長が出席した。 

  ・平成２８年  ４月２５日（月）衆議院議員岸田文雄と国政を語る会に町田事務局長が出席した。 

・平成２８年 ８月 ４日（木）衆議院議員高村正彦朝食勉強会に町田事務局長と職員が出席した。 

・平成２８年  ８月３１日（水）衆議院議員岸田文雄と国政を語る会に田久保理事が出席した。 

・平成２８年１１月１７日（木）衆議院議員高村正彦君を囲む会に町田事務局長と職員が出席した。 

・平成２８年１２月２１日（水）衆議院議員岸田文雄と国政を語る会に町田事務局長と職員が出席した。 

・平成２９年  ２月１４日（火）自民党各種団体協議会懇談会に木原理事長が出席した。 

・平成２９年  ３月 ５日（日）自民党第84回定期党大会に木原理事長と町田事務局長が出席した。 

 

○一般社団法人生命保険協会・公益財団法人生命保険文化センター等との懇談会 

   平成２９年１月２０日（金）ロイヤルパークホテルにおいて、ＪＡＩＦＡ主催による生命保険協会、

生命保険文化センター、全国生命保険労働組合連合会、生命保険協会長担当４社の調査部・教育部と

各種諸問題を話題としての懇談会が開催された。 

当日の出席者は、生命保険協会から、佐々木副会長、若狭副会長、森理事・事務局長、椿事務局次長

兼総務部長、和歌山業務教育部長、公益財団法人生命保険文化センターから、鈴木代表理事、長岡理

事・事務局長、全国生命保険労働組合連合会から、大北中央執行委員長、明治安田生命から、永田調査

部長、田中営業教育部長、住友生命から、髙橋調査広報部長、竹村営業教育室長、第一生命から、竹内

調査部長、直井生涯設計教育部教育企画課課長、日本生命から、藤本執行役員調査部長、水野営業教育

部ＦＰｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ部長、ＪＡＩＦＡ側は、木原理事長はじめ、理事、監事、専務理事、ブロック長、事

務局長が出席した｡ 

 

４．管理部門 
 
組織の現状 

平成２８年度末の会員数は３６，４４９名となった。前年平成２７年度末会員数３４,８９０名に比

較すると１，５５９名の増加となった。また、増加地方協会は４４協会であった。 

地方協会別会員数は、別表（５２～５３ページ添付）資料の通りである。 

会員増加４４協会 

札幌・函館・旭川・釧路・帯広・岩手県・宮城県・福島県・茨城県・栃木県・新潟県・山梨県・ 

長野県・埼玉県・千葉県・東京・神奈川県・石川県・福井県・岐阜県・静岡県・愛知県・三重県・

滋賀県・京都府・大阪・兵庫県・鳥取県・島根県・岡山県・福山・徳島県・香川県・愛媛県・高知

県・福岡・北九州・佐賀県・長崎県・熊本県・大分県・宮崎県・鹿児島県・沖縄県 
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諸会議の開催 

① 理事会 

    第１回 平成２８年度４月１８日（月）午後１時３０分～４時３０分 メットライフ生命６Ｆ中会

議室 議題Ⅰ. 決議事項 第 １ 号議案 平成２７年度事業報告承認の件 第 ２ 号議案 平成

２７年度決算承認の件 第 ３ 号議案 定時総会の開催承認の件 １．開催日時について ２．開

催場所について ３．委任状について ４．議事録署名人について ５．議事 決議事項： 第 1号

議案 平成２７年度決算承認の件 報告事項： １．平成２７年度事業報告の件 ２．平成２７

年度監査報告の件 ３．平成２８年度事業計画報告の件 ４．平成２８年度予算報告の件 第 ４ 

号号議案 地方協会長承認の件 第 ５ 号議案 支部（地方協会）運営規程細則改訂の件 Ⅱ.報

告事項 １．職務執行状況の報告について 理事長・専務理事 ２．組織の現況について 会費入

金状況、行事開催報告、愛のドリーム募金、ハートフルファンデーション ３．年次統一セミナ

ーの開催について ４．その他 

    第２回 平成２８年９月２日（金）午後１時～３時 メットライフ生命６Ｆ中会議室 

議 題 Ⅰ．決議事項 １．平成２８年度事業推進について 教育委員会 企画広報委員会企画部

会 企画広報委員会広報部会 社会奉仕委員会 組織強化委員会組織部会 組織強化委員会財務部

会 組織強化委員会金融業界調査部会 組織強化委員会総務部会 ハートフルファンデーション委

員会 Ⅱ．報告事項 １．組織の現況について 行事開催報告、会費入金状況 ２．内部監査

について ３．年次大会報告 ４．ＮＡＩＦＡ年次大会 ５．次回以降の理事会と全国会長会議

の開催予定について ６．その他 

第３回 平成２８年１０月２８日（金）午後１時～３時 メットライフ生命６Ｆ中会議室 

議 題 Ⅰ．決議事項 １．平成２８年度事業推進について ２．平成２９年事業計画骨子につ

いて 教育委員会 企画広報委員会企画部会 企画広報委員会広報部会 社会奉仕委員会 組織強

化委員会組織部会 組織強化委員会財務部会 組織強化委員会金融業界調査部会 組織強化委員会 

総務部会 ３．ハートフルファンデーション委員会 Ⅱ．報告事項 １．職務執行状況の報告

について ２．組織の現況について 行事開催報告、会費入金状況等 ３．内部監査について 

４．その他     

第４回 平成２９年１月２０日（金）午後１時～３時 メットライフ生命６Ｆ中会議室 

議 題 Ⅰ．決議事項 １．平成２８年度事業推進について ２．平成２９年事業計画案につい

て 教育委員会 企画広報委員会企画部会 企画広報委員会広報部会 社会奉仕委員会 組織強化

委員会組織部会 組織強化委員会財務部会 組織強化委員会金融業界調査部会 組織強化委員会 

総務部会 ハートフルファンデーション委員会 ３．役員選出について ４．平成２９年度予算

原案について ５．ＪＡＩＦＡ年次統一セミナーについて ６．その他 Ⅱ．報告事項 １．組

織の現況について 行事開催報告、会費入金状況、愛のドリーム募金等 ２．内部監査につい

て ３．その他 

第５回 平成２９年３月３日（金）午後１時～３時 メットライフ生命６Ｆ中会議室 

      議 題 Ⅰ．決議事項 １．平成２８年度事業推進について ２．平成２９年度事業計画案に

ついて（教育 企画部会 広報部会 社会奉仕 組織部会 財務部会 金融業界調査部会 総

務部会 ハートフルファンデーション委員会 ３．平成２９年度予算案について 本部・地方

協会・ブロック ４．地方協会長の承認について ５. 支部（地方協会）運営規程の改定につ

いて ６．その他 Ⅱ．報告事項 １．組織の現況について 行事開催報告、会費入金状況、

愛のドリーム募金等 ２．内部監査について ３．年次大会の開催について  

２０１７年次大会の開催 ４．その他 
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②委員会 

教育委員会 

第１回【教育委員会・編集会議】平成２８年 ８月２２日（月）午後２時～午後３時３０分 ＪＡＩ

ＦＡ本部会議室 

議 事 １．平成２８年度事業進捗について ２．平成２９年度事業計画案（骨子）につい

て ３．平成２８年度広報誌「Present」の制作について ４. その他 

編集会議 １５：３０～１７：００ 

議 題 １．平成２８年度『Present』の誌面内容について ２．平成２９年度広報誌

『Present』の編集方針について ３．その他 

   第２回【教育委員会・編集会議】平成２８年１１月２８日（木）午後２時～午後３時３０分 ＪＡＩ

ＦＡ本部会議室 

議 事 １. 平成２８年度事業進捗について ２. 平成２９年度事業計画(案)について 

３. 平成２９年度広報誌『Present』制作について ４．その他 

編集会議 １５：３０～１７：００ 

議 題 １. 平成２９年度広報誌『Present』の編集内容について２．その他 

企画広報委員会 企画部会 

   第１回 平成２８年 ８月５日（金）午後１時００分～ 於：明治安田生命 神戸支社 会議室 

       議 事 １．平成２７年度事業進捗について ２．２０１６ＪＡＩＦＡ年次大会ｉｎふくし

まについて ４．２０１７年ＪＡＩＦＡ年次大会（神戸開催）について ５．その

他 

  【２０１７ＪＡＩＦＡ年次大会実行委員会】 

第１回 平成２８年 ７月 ５日（金）午後２時～午後８時 明治安田生命神戸支社会議室 

       議 事 １．２０１６ＪＡＩＦＡ年次大会報告 ２．２０１７ＪＡＩＦＡ年次大会について 

３．その他 

第２回 平成２８年１０月 ３日（月）午後２時～午後６時 明治安田生命神戸支社会議室 

    議 事 １．２０１７ＪＡＩＦＡ年次大会について ２．その他 

第３回 平成２９年 ２月 ３日（金）午後２時～午後６時 明治安田生命神戸支社会議室 

       議 事 １．２０１７ＪＡＩＦＡ年次大会について ２．その他 

企画広報委員会 広報部会 

   第１回 平成２９年 １月１９日（木）午後２時３０分～午後５時 ＪＡＩＦＡ本部会議室 

議 事 １．平成２８年度事業推進状況について ２．平成２９年度事業計画案について 

３．その他 

社会奉仕委員会 

         第１回 平成２８年１１月１７日（木）午後２時３０分～午後４時３０分 ＪＡＩＦＡ本部会議室 

議 事 １．平成２８年度事業進捗状況について ２．社会貢献顕彰の選定について 

 ３．平成２９年度事業計画原案について ４．その他 

組織強化委員会  組織部会 

   第１回 平成２８年 ９月 １日（木）午後２時～午後５時 ＪＡＩＦＡ本部会議室 

       議 事 １． 平成２８年度事業推進と進捗状況について・会員増強について ２．平成２

９年度事業計画骨子について ３. その他 

③全国会長会議 

第１回 平成２８年１０月２８日（金）１５：３０～１８：００   全国会長会議、ＪＡＩＦＡフ

ォーラム １９：００～２１：２０   ナイトミーティング 
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議 事 １．本部重要事項報告 ①委員会の進捗と平成２９年度事業計画骨子 

教育委員会、企画広報委員会 企画部会・広報部会、社会奉仕委員会、組織強化委

員会 組織部会・財務部会・金融業界調査部会・総務部会 ②ＪＡＩＦＡの組織の

現況等について 

平成２８年１０月２９日（土）９：００～１２：００ 全国会長会議、ブロック会議 

メットライフ生命 ６階 大会議室 

１．ＪＡＩＦＡフォーラム報告 ８グループからの代表 ２．ブロック会議、北海

道ブロック、東北ブロック、関東甲信越ブロック、首都圏ブロック、東海北陸ブロ

ック、近畿ブロック、中国ブロック、四国ブロック、九州ブロック ３．ブロック

会議報告 

④ブロック長会議 

第１回 平成２８年１０月２８日（金）１３：００～１５：００ ＪＡＩＦＡ本部 会議室  

議 題  １．会員増強「ＪＡＩＦＡに来てね 待っと～よ ４０,０００人キャンペーン」

について ２.2017年神戸年次大会動員について ３.2020年以降の年次大会開催地

について ４.その他 

 

第２回 平成２９年 １月２０日（金）１２：４５～１４：４５ ＪＡＩＦＡ本部 会議室    

議 題 １．組織強化について 全国会長報告会を受けて ①「ＪＡＩＦＡに来てね 待っ

と～よ ４０,０００人キャンペーン」の進捗について ②２０１７ＪＡＩＦＡ年

次統一セミナー（神戸）の動員について２.ブロック事業活動について ３.その他 

  ⑤ブロック会議 

＜北海道ブロック＞ 

平成２８年１０月 ７日（金）釧路プリンスホテル 

平成２８年１０月２９日（土）メットライフ生命６階会議室 

＜東北ブロック＞ 

平成２８年１０月１５日（土）ホテル華の湯 会議室 

平成２８年１０月２９日（土）メットライフ生命６階会議室 

＜関東甲信越ブロック＞ 

平成２８年７月 ２９日（金）ウエスト・ワンビル7F 貸会議室 

平成２８年１０月２９日（土）メットライフ生命６階会議室 

平成２８年１２月１６日（金）ウエスト・ワンビル7F 貸会議室 

＜首都圏ブロック＞ 

平成２８年 ４月 ５日（火）東京協会会議室 

平成２８年 ５月１０日（火）東京協会会議室 

平成２８年 ６月２４日（金）東京協会会議室 

平成２８年 ７月２１日（木）東京協会会議室 

平成２８年 ９月 １日（木）東京協会会議室 

平成２８年 ９月２６日（月）東京協会会議室 

平成２８年１０月２６日（水）東京協会会議室 

平成２８年１０月２９日（土）メットライフ生命６階会議室 

平成２８年１２月 ５日（月）東京協会会議室 

平成２９年 １月１１日（水）東京協会会議室 

平成２９年 １月２５日（水）東京協会会議室 
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平成２９年 ２月 ９日（木）東京協会会議室 

平成２９年 ３月１６日（木）東京協会会議室 

＜東海北陸ブロック＞ 

平成２８年 ９月１５日（金）ホテルグリーンパーク津 会議室 

平成２８年１０月２９日（土）メットライフ生命６階会議室 

平成２９年 １月２８日（土）秀峰館 会議室 

＜近畿ブロック＞ 

平成２８年 ７月 ５日（水）ソニー生命大阪支社 

平成２８年１０月２９日（土）メットライフ生命６階会議室 

平成２９年 ２月２７日（月）ソニー生命大阪支社 

＜中国ブロック＞  

 平成２８年 ５月２６日（木）郡山市民交流プラザ大会議室ビックアイ７階会議室 

平成２８年１０月２９日（土）メットライフ生命６階会議室 

平成２８年１１月１８日（土）第一生命岡山支社 

＜四国ブロック＞ 

平成２８年１０月２９日（土）メットライフ生命６階会議室 

平成２９年 ３月２４日（金）ホテルリブマックス伊予三島 

＜九州ブロック＞ 

平成２８年１０月２９日（土）メットライフ生命６階会議室 

平成２８年１１月 ８日（火）ジブラルタ生命大分支社 

    ※平成２８年１０月２９日（土）のブロック会議は、全国会長会議と同時に、全 

ブロックが一堂に会して一斉に開催された。 

 

■業務執行体制等 

規程順守、個人情報をはじめコンプライアンス体制の強化、また反社会的勢力に対する対応方針など、理

事会の場を活用し、役員並びに職員に対しても説明をしたうえで、体制の強化にあたっている。 

平成２８年度は、「規程遵守」「雇用実態」の各項目での内部監査を実施した。 

内部監査 １ 地方協会の規程順守調査 

２ 地方協会の雇用実態調査 

     ３ 地方協会の内部監査 東京、東海北陸ブロック 

■職員の状況 

本部事務局の業務にあたる平成２８年度末の専従職員数は、事務局長以下７名である。 

 

■節電の実施 

政府の電力需給に関する検討会合及びエネルギー・環境会議合同会合において毎夏・毎冬とも「電力需給

対策について」の決定に基づいた節電対策の要請を受け、電力需給対策・徹底した節電に取り組んだ。 

 

■福利厚生 

公益社団法人移行後は、一般法人法の適用により、役員の賠償責任のリスクが発生することから、公益財

団法人公益法人協会が斡旋する「役員賠償責任保険団体制度」に加入している。この保険は、法人役員が、

社員代表訴訟、法人訴訟（いずれも社団法人のみ）、第三者訴訟（社団法人、財団法人共通）により損害賠

償請求を提起された場合、法律上の損害賠償責任・訴訟費用を負担することによって被る損害をカバーする

ものとなっている。 

 


